









































2 名詞節 (準体句) をつくる場合，叙法形式自体が名詞の機能を併せもっている。なお，格
助詞に由来する接続助詞｢に｣｢を｣を後接させる場合も，名詞節をつくる用法と見なす。 
3 接続助詞｢ば｣｢ど(も)｣。いずれも学校文法では｢已然形｣に後接するとされる。 




 中古語の叙法形式 (接尾語) の体系は，(表 1)のようにまとめることができる。 
 
(表 1) 中古日本語の叙法接尾語 (下線を施した形式が本稿で取り上げるもの) 








































































(表 2) 中古日本語の命題形式 
 
      述語の核 
形態 
核になりうる 核になりえない (接尾語) 














   /sugu-/ 
(例)｢受く｣:/uke-/～ 





















   /si-/～/su-/ 
｢むず｣:/-amuzu-/～/-muzu-/～/-karamuzu-/ 


















(表 3) 変化相接尾語｢ぬ｣の異形態 












  sak-in-iki 
/-inu-/ 
(例)｢咲きぬ｣ 





  sugi-n-e 
/-nu-/ 
(例)｢過ぎぬらむ｣ 




  taka-karin-amu 
/-karinu-/ 
(例)｢高かりぬべし｣ 




 話者が，命題事態が事実 {である／となる} 蓋然性を 1 と判断する 5中古語の
叙法 (すべて非接続叙法形式によって表される) のうち，述語の時を時間軸上に
定位しないものを〔確言〕とする。確言は接尾語｢u｣によって表される。 
 確言接尾語 {｢u｣: /-u/～/-i/～/-ru/～/-φ/～/-si/～/-ki/～/-e/～/-re/～ 
                            
4 いわゆる｢二段活用の一段化｣は，｢上･下二段｣型命題形式の u で終わる異形態が失
われる現象である。なお，｢むず｣は｢サ変｣型に分類したが，後接語によって選ばれ
る異形態は持っていない。 
5 疑問文においては，命題事態が事実 {である／となる} 蓋然性を 1 と判断してよ
いか否か，または，事実 {である／となる} 蓋然性を 1 と判断すべき命題事態がど
のような事態であるかを疑う。 
/-kere/} の異形態は，(表 4)のように分布する。 
 






















                            
6 ｢多し (/oFo-/)｣に対しては，(i)のとき /-kari/，(ii)のとき /-karu/，(iii)のとき  
/-kare/ という形も用いられた。 

















｢四段｣型 /-u/ /-u/ /-e/ 
｢ラ変｣型，｢ナリ･タリ｣型 
(-r-) 
/-i/ /-u/ /-e/ 
特殊型(-z-) /-az-/～ 
 /-z-/～/-karaz-/ 
/-u/ ― ― 
特殊型(-n-) /-an-/～ 
 /-n-/～/-karan-/ 
― /-u/ /-e/ 
特殊型(-r-) /-azar-/～ 
 /-zar-/～/-karazar-/ 
― /-u/ /-e/ 




/-φ/ /-ru/ /-re/ 
｢ク活｣型 6 /-si/ /-ki/ /-kere/ 
｢シク活｣型 7 /-φ/ /-ki/ /-kere/ 















(5) 今日なむ参りはべる (mawir-iFaber-u)〔本日，参上いたします〕 













(9) この君をいかにしきこえぬる (sikikoje-nu-ru) にか〔この君をどん
な目にお会わせするのか〕 (源氏･紅葉賀) 
(10) はてはいかにしつる (si-tu-ru) ぞ〔しまいにはどうするのか〕  
  (源氏･若菜下) 
 (1)-(6)は，アスペクトの接尾語｢ぬ｣｢つ｣｢たり｣｢り｣を伴わない中立相 (非変
化非結果相) の例であるが，述語の時が発話時に対して以前 ((1)(2))，同時 
((3)(4))，以後 ((5)(6)) のいずれの場合も，確言接尾語｢u｣が用いられている。
また，(7)-(10)は，接尾語｢ぬ｣｢つ｣を伴う変化相の例であるが，述語の時が発話
時に対して以前 ((7)(8)) の場合も，以後 ((9)(10)) の場合も，やはり確言接
尾語｢u｣が用いられている。中古語の確言の叙法形式には，述語の時と発話時と

























/-kere/ が常に /-ba/ を後接させるなら，それは /-eba/～/-reba/～/-kereba/ 












                            
8 (9)(10)における確言接尾語は，(1)(3)(4)におけるそれらとともに，名詞に後接しうる形
式 (｢ぞ｣｢よ｣｢連体なり </-ni-/>｣) を後接させていることから，名詞節をつくる用法と見な
し，疑問語と呼応するものとは考えない。 
9 ただし，/-(i)tar-u/＞/-ta/～/-da/ (｢た｣)，/-de-/+/ar-u/＞/-da/ (｢だ｣)，/-ni-/ 
+/ar-u/＞/-na/ (｢だ｣の異形態) 等の，元は命題形式であったものを含み込んだ形が加わっ
ている。 
 回顧接尾語 {｢き｣: /-iki/～/-ki/～/-kariki/～/-isi/～/-si/～/-karisi/～ 
/-isika/～/-sika/～/-karisika/} の異形態は，(表 5)のように分布する。 
 
(表 5) 回顧 (追憶) 接尾語｢き｣の異形態 



















/-iki/ /-isi/ /-isika/ 
｢上･下一段｣型，｢上･下二
段｣型(-i-，-e-) 
/-ki/ /-si/ /-sika/ 
｢カ変｣型(-o-，-i-) ― /-si/ /-sika/ 
｢サ変｣型(-e-) ― /-si/ /-sika/ 
｢サ変｣型(-i-) /-ki/ ― ― 


























(表 6) 回顧 (遡及) 接尾語｢けり｣の異形態 























/-keri/ /-keru/ /-kere/ 



















 話者が，命題事態が事実 {である／となる} 蓋然性について｢0＜蓋然性＜1｣と
判断する中古語の叙法を〔概言〕とする。概言は非接続叙法形式と，接続叙法形
式 (接尾語｢未然ば｣｢と<も>｣) によって表される。 
 概言を表す非接続叙法形式には，接尾語｢む｣｢らむ｣｢けむ｣｢じ｣がある。｢む｣
｢らむ｣｢けむ｣は，述語の時が発話時に対して以後 (未来) か，同時 (現在) か，
以前 (過去) かによって対立するという，テンスの体系をなす 10。また，｢じ｣は
概言の意味に加えて，否定の意味を兼ねている。 
 概言接尾語 {｢む｣: /-amu/～/-mu/～/-karamu/～/-ame/～/-me/～/-karame/} 
の異形態は，(表 7)のように分布する。 
 
(表 7) 概言 (未来) 接尾語｢む｣の異形態 
























  (土左･1 月 21 日) 
(17) 我こそ死なめ (sin-ame)〔私の方こそ死んでしまおう〕 (竹取･19) 
(18) ものはかなき身には過ぎにたるよそのおぼえはあらめ (ar-ame) ど
〔たよりない私の身には過分という他人の評判はあるだろうが〕  
  (源氏･若菜下) 
(19) いと難
かた
きことなりとも，わが言はん (iF-aN 11) ことはたばかりてむ
(tabakar-ite-mu) や〔たいそう難しいことであっても，私の言うことな
ら，工夫してくれるだろうか〕 (源氏･浮舟) 









                            
10 ただし，述語の時が非特定である場合は，それが現在でも｢む｣が用いられる。 
11 /-amu/＞/-aN/。 
(表 8) 概言 (現在) 接尾語｢らむ｣の異形態 






















に遅れて 1 本だけ咲いているのだろうか〕 (古今･136) 
 概言接尾語 {｢けむ｣: /-ikemu/～/-kemu/～/-karikemu/～/-ikeme/～/-keme/
～/-karikeme/} の異形態は，(表 9)のように分布する。 
 
(表 9) 概言 (過去) 接尾語｢けむ｣の異形態 



























 概言接尾語 {｢じ｣: /-azi/～/-zi/～/-karazi/} の異形態は，(表 10)のよう
に分布する。 










(25) 京にはあらじ (ar-azi)〔京には居るまい〕 (伊勢･9) 





いる (確言と概言の対立がなく，解釈は文脈に委ねられる) ためである。 
 
3.4 仮想 
 話者が，命題事態が事実 {である／となる} 蓋然性を 0 と判断する中古語の叙
法を〔仮想〕とする。仮想は接尾語｢まし｣ (非接続叙法形式) と接尾語｢せば｣ 
(接続叙法形式) によって表される。 
 仮想接尾語 {｢まし｣: /-amasi/～/-masi/～/-karamasi/～/-amasika/～ 









(表 11) 仮想接尾語｢まし｣の異形態 















｢ク活｣型，｢シク活｣型 /-karamasi/ /-karamasika/ 
 
(28) その聞きつらむ所にて，きとこそはよまましか (jom-amasika)〔その 
(ほととぎすの声を) 聞いたという場所で，さっと (歌を) 詠めばよかっ
たのに〕 (枕･五月の御精進のほど) 
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